
液体酸素を⽤いたEnteral Ventilation(EVA)技術

腸換気法による全⾝・局所酸素化療法の開発
腸換気法が及ぼす
全⾝・局所効果のイメージ図
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経腸換気法（Enteral Ventilation）は、全⾝への
酸素供給の改善に加え、局所臓器における酸素
送達、組織の浄化、炎症の軽減などを可能にす
る⾰新的なプラットフォームとなりえる。

EVAは⾨脈を通じた肝臓の酸素化作⽤によって、様々な
要因で⽣じる肝障害から肝臓を保護する効能を持つ。こ
れにより、代謝機能不全関連肝疾患や薬剤性肝障害のよ
うな肝疾患に対しても治療可能性を秘めている。

毎年 24,000⼈もの早産児が、新⽣児呼吸窮迫症候群
（NRDS）による影響を受けている。EVAは、経腸換気に
よる酸素供給を⾏い、機械式⼈⼯呼吸器による肺損傷を緩
和し、未発達な肺を保護しつつ、酸素化の補助を実現する。
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炎症性腸疾患の多くは、消化管粘膜における低酸素が重
要な病因の⼀つである。EVAによる消化管局所酸素化作
⽤によって、粘膜障害を軽減する新たな治療法開発が期
待される。
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